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亮
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拝
‥
正
に
自
然
と
の
共
生
か
と
思
い
ま
す

き
悲
し
み
、
「
何
と
か
こ
の
苦
し
み
の
境

地
か
ら
人
々
を
救
う
享
は
出
来
な
い

も
の
か
」
と
人
々
の
幸
を
願
い
城
内
に

て
毎
日
瞑
想
に
ふ
け
っ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
我
が
国
だ
け
幸
せ
に
な
れ

ば
良
い
と
言
う
問
題
で
は
無
い
享
を
知

り
、
王
位
継
承
の
地
位
を
捨
て
て
出

家
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
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の
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修
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前
ま
で
追
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っ
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の
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の
介
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け
体
力
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の
明
星
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真
理
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プ
ッ
ダ
」
と
な
り
ま
し
た
。
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り
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境
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一
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言
い
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変
危
険
な
行
為
な
の
で

す
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が
関
心
を
抱
い
て
い
る
言
葉

が
「
大
我
我
人
」
と
言
う
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え
で
す
。

「
仏
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我
に
入
り
、
我
が
仏
に
入
る
」

い
わ
ゆ
る
仏
の
境
地
と
一
体
に
な
る
と
言

う
亭
で
す
が
、
仏
の
境
地
と
は
大
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然

大
宇
宙
の
永
遠
の
生
命
、
そ
の
大
自
然

大
宇
宙
と
一
体
と
な
る
こ
と
で
す
。
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七
百
五
十
坪
の
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、

皆
様
の
ご
協
力
を

頂
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手

作

業

で

も
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ほ
ぼ
半
日
で

終
え
る
事
が
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ま
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た
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初
め
て
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加
さ

れ
た
人
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大

な
面
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勢
の
力
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不
安
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